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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 39,494 △1.7 1,701 △42.4 1,664 △40.1 669 △59.0
23年3月期第3四半期 40,170 16.3 2,952 126.2 2,778 113.0 1,631 403.1

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 385百万円 （△71.9％） 23年3月期第3四半期 1,368百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 20.48 ―
23年3月期第3四半期 49.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 42,755 23,650 51.8
23年3月期 41,331 23,810 53.9
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  22,133百万円 23年3月期  22,258百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00
24年3月期 ― 7.00 ―
24年3月期（予想） 7.00 14.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 52,000 △1.2 2,600 △28.4 2,500 △28.5 1,060 △45.2 32.44



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了いたしました。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。前記の予想に関する事項については、四半期決算短信［添付資料］の３ページ「１．当四半期決算
に関する定性的情報」（３）連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 32,716,878 株 23年3月期 32,716,878 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 38,168 株 23年3月期 38,168 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 32,678,710 株 23年3月期3Q 32,678,840 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響によって低下した企業の生産活動につ

いては、徐々に回復の兆しがみられるものの、欧州の債務危機問題や世界経済の牽引役であった中国の経済成長の

鈍化による景気の後退懸念、円高の長期化に加え、タイにおける洪水被害の影響など、企業の経営環境は不安定な

状況が続きました。  

 当社グループの関連する業界におきましては、自動車産業においては、東日本大震災により寸断されたサプライ

チェーンの復旧によって生産台数は持ち直しつつあるものの、タイの洪水被害の影響を受けた日系自動車メーカー

各社の生産調整などもあり、国内の新車登録台数、生産台数とも前年同期を下回りました。住宅産業につきまして

は、首都圏における分譲マンションの需要が好調に推移したものの、第３四半期会計期間に入ってからは新築住宅

着工件数が減少に転じるなど先行き不透明な状況が続いております。エレクトロニクス産業につきましては、成長

分野であるスマートフォン・タブレット端末や、その関連分野における需要の拡大は続いたものの、薄型テレビ分

野における急激な価格下落、タイで発生した洪水の影響による製品部材の供給不足や、円高に伴う国際的競争力の

低下など、非常に厳しい市場環境となりました。 

 このような環境の下、当第３四半期連結累計期間の売上高は394億94百万円（前年同期比1.7％減）となり、営業

利益は17億１百万円（同42.4％減）、経常利益は16億64百万円（同40.1％減）、四半期純利益は６億69百万円（同

59.0％減）となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

① コーティング 

 プラスチック用コーティング材（『レクラック』・『フジハード』など）につきましては、英国の子会社

Fujichem Sonneborn Ltd（フジケム ソネボーン社）の連結子会社化や、北米市場、東南アジア市場における需

要が堅調に推移したことなどにより、売上高は129億９百万円（同12.7％増）となりました。営業利益は４億52

百万円（同57.9％減）となりましたが、自動車分野向け製品が、日系自動車メーカーによる東日本大震災やタイ

における洪水被害などによる生産調整が大きく影響したものです。 

② 建築用塗料 

建築用コーティング材につきましては、東日本大震災の影響により一部で需要が減退したところもみられまし

たが、リフォーム向け市場、新築向け市場とも、需要が順調に推移し、売上高は増加いたしました。 

この結果、売上高は89億18百万円（同10.7％増）となり、営業利益は７億36百万円（同0.2％増）となりまし

た。 

③ 電子材料 

導電性ペースト材（『ドータイト』など）の電子材料部門におきましては、高騰を続けていた主要な原材料で

ある銀の建値が、第３四半期会計期間に入ってからは急落するなど、不安定な相場の影響を強く受けました。 

この結果、売上高は46億11百万円（同11.4％減）となり、営業利益は３億30百万円（同51.3％減）となりまし

た。 

④ 機能材料 

樹脂ベースなどの機能材料部門におきましては、メディカル分野における低迷や、海外市場における主力の粘

着材ベース製品の低調などにより、売上高は減少いたしました。 

この結果、売上高は13億85百万円（同3.2％減）となり、営業利益は38百万円（同75.5％減）となりました。 

⑤ 化成品 

トナー用樹脂などの化成品部門におきましては、ＯＡ機器分野における大手ユーザー向けトナー関連製品が、

カラー用途の新商品投入の効果などもあり、好調に推移し、売上高は増加いたしました。 

この結果、売上高は17億44百万円（同7.0％増）となり、営業利益は１億65百万円（同3.6％減）となりまし

た。 

⑥ 合成樹脂 

子会社藤光樹脂株式会社などが取扱うアクリル樹脂の原材料・加工品の販売におきましては、中国・アジア向

けの薄型テレビ用途製品における需要低迷と価格下落に加え、急激な円高による為替の影響を大きく受け、低調

に推移いたしました。 

この結果、売上高は100億62百万円（同19.6％減）となり、営業損失は20百万円（前年同期は営業利益１億48

百万円）となりました。   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ14億23百万円（前連結会計年度末比

3.4％）増加し、427億55百万円となりました。 

① 流動資産 

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったことにより受取手形及び売掛金が増加したことに加

え、Fujichem Sonneborn Ltd及び香港藤光有限公司の新規連結により、たな卸資産の増加などの結果、前連結

会計年度末と比べ11億42百万円（同4.5％）増加し、265億15百万円となりました。  

② 固定資産 

Fujichem Sonneborn Ltd及び香港藤光有限公司の新規連結などにより、有形固定資産が６億11百万円増加な

どの結果、前連結会計年度末と比べ２億81百万円（同1.8％）増加し、162億39百万円となりました。 

③ 流動負債 

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったことによる買入債権の増加及び短期借入金の増加な

どにより、前連結会計年度末と比べ14億38百万円（同11.2％）増加し、142億59百万円となりました。  

④ 固定負債 

退職給付引当金の計上などにより、前連結会計年度末と比べ１億46百万円（同3.1％）増加し、48億46百万

円となりました。  

⑤ 純資産 

 利益剰余金は増加しておりますが、為替換算調整勘定等の減少により前連結会計年度末と比べ１億60百万円

（同0.7％）減少し、236億50百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の53.9％から51.8％へと2.1ポイント減少となり、１株当たり

純資産額は前連結会計年度末より３円81銭減少し、677円30銭となりました。   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

現在の企業の経営環境は、欧州の財政不安や新興国における経済成長の鈍化、歴史的な円高の継続、さらにはタ

イにおける洪水被害の影響などもあり、先行き不透明な状況が続いております。当社グループにおきましても、東

日本大震災やタイの洪水による生産調整、原材料価格の不安定な相場や円高の影響など厳しい経営環境となってお

ります。 

当第３四半期連結累計期間の実績及び最近の経営環境を踏まえ、平成23年５月13日に公表いたしました平成24年

３月期通期の連結業績予想を下記の通り修正いたしました。 

   

  
売上高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

当期純利益 

(百万円) 

1株当たり当期

純利益(円)

前回発表予想 （Ａ）  53,900  3,000  2,900  1,500  45.90

今回発表予想 （Ｂ）  52,000  2,600  2,500  1,060  32.44

増 減 額 （Ｂ－Ａ）  △1,900  △400  △400  △440  － 

増 減 率  （％）  △3.5  △13.3  △13.8  △29.3  － 

前期実績（平成23年3月期）  52,625  3,632  3,496  1,934  59.18



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

  

（４）追加情報 

（法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１月以降に開始する連結会計年度から

法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延

税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.69％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平

成26年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については38.01％に、平成27年４月１日に

開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.64％となります。この税率変更により、繰

延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は１億８百万円減少し、法人税等調整額は１億３百万

円増加しております。  

   

該当事項はありません。   

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,536,786 6,914,282

受取手形及び売掛金 10,847,562 13,163,550

商品及び製品 3,082,613 3,740,544

仕掛品 49,672 47,091

原材料及び貯蔵品 1,680,983 1,676,848

繰延税金資産 633,197 445,421

その他 615,063 692,474

貸倒引当金 △72,530 △164,754

流動資産合計 25,373,346 26,515,456

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,287,332 7,548,023

減価償却累計額 △3,772,652 △3,984,295

建物及び構築物（純額） 3,514,680 3,563,728

機械装置及び運搬具 9,310,774 10,317,608

減価償却累計額 △6,631,247 △7,762,232

機械装置及び運搬具（純額） 2,679,527 2,555,376

工具、器具及び備品 2,886,719 3,299,717

減価償却累計額 △2,425,809 △2,814,370

工具、器具及び備品（純額） 460,910 485,347

土地 3,902,048 4,147,381

リース資産 265,721 304,854

減価償却累計額 △89,143 △148,454

リース資産（純額） 176,578 156,400

建設仮勘定 110,874 547,495

有形固定資産合計 10,844,617 11,455,727

無形固定資産   

のれん － 206,586

ソフトウエア 69,830 295,347

その他 904,443 838,544

無形固定資産合計 974,273 1,340,477

投資その他の資産   

投資有価証券 1,971,762 1,095,624

長期貸付金 115,384 63,357

繰延税金資産 686,195 706,385

その他 1,409,880 1,622,038

貸倒引当金 △44,079 △44,504

投資その他の資産合計 4,139,142 3,442,900

固定資産合計 15,958,032 16,239,104

資産合計 41,331,378 42,754,560



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,892,137 7,905,756

短期借入金 2,049,548 2,937,778

1年内償還予定の社債 845,000 845,000

未払法人税等 736,421 114,071

未払費用 548,584 769,604

賞与引当金 550,546 283,416

リース債務 63,931 63,966

その他 1,134,737 1,339,238

流動負債合計 12,820,904 14,258,829

固定負債   

社債 1,565,000 1,142,500

繰延税金負債 220,222 298,463

退職給付引当金 2,125,840 2,569,666

長期未払金 483,857 464,902

リース債務 124,327 113,217

その他 181,287 257,386

固定負債合計 4,700,533 4,846,134

負債合計 17,521,437 19,104,963

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,352,121 5,352,121

資本剰余金 5,040,199 5,040,199

利益剰余金 12,244,967 12,449,411

自己株式 △24,969 △24,969

株主資本合計 22,612,318 22,816,762

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 73,082 △66,356

為替換算調整勘定 △427,474 △617,226

その他の包括利益累計額合計 △354,392 △683,582

少数株主持分 1,552,015 1,516,417

純資産合計 23,809,941 23,649,597

負債純資産合計 41,331,378 42,754,560



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 40,169,647 39,494,072

売上原価 29,078,017 28,888,100

売上総利益 11,091,630 10,605,972

販売費及び一般管理費 8,139,165 8,904,518

営業利益 2,952,465 1,701,454

営業外収益   

受取利息 8,479 4,763

受取配当金 29,274 35,494

固定資産賃貸料 53,783 48,990

その他 59,997 65,442

営業外収益合計 151,533 154,689

営業外費用   

支払利息 80,132 75,053

為替差損 196,056 74,859

固定資産税 9,829 8,370

減価償却費 1,879 1,903

その他 38,414 31,561

営業外費用合計 326,310 191,746

経常利益 2,777,688 1,664,397

特別利益   

貸倒引当金戻入額 23,786 －

受取保険金 － 46,570

特別利益合計 23,786 46,570

特別損失   

災害による損失 － 20,403

投資有価証券評価損 59,008 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 51,740 －

特別損失合計 110,748 20,403

税金等調整前四半期純利益 2,690,726 1,690,564

法人税、住民税及び事業税 839,093 708,377

法人税等調整額 77,798 245,720

法人税等合計 916,891 954,097

少数株主損益調整前四半期純利益 1,773,835 736,467

少数株主利益 142,804 67,247

四半期純利益 1,631,031 669,220



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,773,835 736,467

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △90,301 △141,722

為替換算調整勘定 △315,456 △210,197

その他の包括利益合計 △405,757 △351,919

四半期包括利益 1,368,078 384,548

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,263,016 340,030

少数株主に係る四半期包括利益 105,062 44,518



  該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）  

                      （単位：千円） 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）  

                      （単位：千円） 

     

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  コーティング 建築用塗料 電子材料 機能材料 化成品 合成樹脂 計

売上高                              

 外部顧客への売上高  11,451,179  8,056,121  5,198,908  1,430,380  1,630,277  12,402,782  40,169,647

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 7,560  －  6,644  266  －  108,254  122,724

計  11,458,739  8,056,121  5,205,552  1,430,646  1,630,277  12,511,036  40,292,371

セグメント利益  1,073,229  734,679  676,538  156,163  171,383  148,255  2,960,247

 利益  金額 

 報告セグメント計   2,960,247

 セグメント間取引消去   △7,782

 四半期連結損益計算書の営業利益   2,952,465

  コーティング 建築用塗料 電子材料 機能材料 化成品 合成樹脂 計

売上高                              

 外部顧客への売上高  12,909,185  8,917,914  4,585,242  1,384,882  1,743,785  9,953,064  39,494,072

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  9  25,502  226  －  108,716  134,453

計  12,909,185  8,917,923  4,610,744  1,385,108  1,743,785  10,061,780  39,628,525

セグメント利益 

又は損失（△） 
 452,185  736,076  329,504  38,288  165,234  △19,812  1,701,475

 利益  金額 

 報告セグメント計   1,701,475

 セグメント間取引消去   △21

 四半期連結損益計算書の営業利益   1,701,454



  該当事項はありません。     

   

  該当事項はありません。   

   

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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